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全身性〉廃/露のﾉﾘii病変の〃像診A;17
,/agnosがｃ/mag/､ｇ/brPLﾉﾉｍｏｎａ']//es/onsﾉ弓e/ated
w肋Ｓ)/srem/ｃｄ/seases特
特集を企画するにあたって

１%〔典人
｣上I1Uil1ﾂIIiIWメディカルセンタール>jli)ビ小ﾘ１１/1i:Ｉ

Masa(ｏＨａｒａ

ｌ)el)artment()IPedia[rics,KilaRa(()11】stituIeMedicalcen[ｅｒＨ()spila］

水'､)と会Ｍｉ,ｉｌｋの1iii>jではFul1ctionalMRIがＪ１＃腿

されました．お,術みになって，岐近のｌｌＩ１ｉ像診lWr

法の進ﾙiの||蝿ましさに｣Ｍ１｢に雛かされた食し１

諸)1Aも多かったのではないでしょうか，Ｉｕｌｉ像,諺

lIili:に､Ⅱえて'１１１Mﾙi<検ff,惨llj1r法もめまぐるしく進歩

し、非;ｌＩｉに'､ljil11l分化したものとなってきていま

す．’1常の,洲(の''１でＩＭＩ々のlIl1i像１１『兄や検在結

果に|」を趣われ・1Jイー愛してしまうことなく，

↑!#られたｌＩｌ１ｉｌ卿ﾘ『''１１や検衙結采をどのように解釈

し，lMMﾙi<|Iﾘにどう砦えるべきか､すなわちｶﾌﾞilkl

診llilr，さらに1if脈戦ll1ffへとどのように鵬|)Mして

いくかということがWi要仁な|)ます．閃Illiにな

りたてのu(．》い'ｌｌＩｌから，ｿ,堀（（疾juA）を,診るの

ではなくⅢ)j人（忠Hf）を診るのだとくり返し救

えられたことをよく思い,Ⅱ'|します．また、近年

いたるところで強,洲されているインフォームド

コンセントという（蝋を兄たり|Ａ１いたりする度

に．分化と総介のバランスがJlrllilに入り｣である

ことを１１１１いｉｉｌ１らされます．

今'''1は．’１１M(器別の分類と迷った．ｌｌＩＩｉというllllji

器をIIilllとした樅Iljlr的な観点からllIIi》,)i変を捉えて

みたいと貯え，「全身性疾越のlllliⅢ)i変の１１１１i像診

ＩＩＴ」という11,Ｍﾐを組むことにしました．そして，

テーマとして，膠1H(病のllIii病変，ＩＩＬ液ﾙﾐ忠のIlIii

病変，lii嫉旭の１１，Ｉｉｊ,斯変，li1il形''''１場とlllIiﾘ|垳変．

GVIIDと女(道・ルｌｉｿijj変の５つを選びました．

各々について総験のｌｌｌｌ密な先'１１万に，脇ﾙi<に111］

したウ洲から企身性疾患の谷Ｉ)｢ｿ,1;としてのIli病

変あるいはifiljiii経過''１に|W恋すべきll1lill>i変の1Ｉｌｌｉ

像,珍llli:について､執椛をおIIi【iいしました,仙箙

片の光ﾉ|{〃には大変広範|ﾉﾄ|で洩然としたテーマ

にも|Ｍわらずご|ｿ(諾いただき，，;(みごたえのあ

る,わかりやすい|ﾉﾘ秤にしていただきました．

この｣坊をお|(fりして，心より感謝'Ｉ'し上げます．

1IIiWJj:典も激多く，外来やⅢ洲〔の/ＭＩＩ|にIiifいて

11f々参濫にする水となることをl9ltljLておりま

す．会L1,渚1ﾉlLには．雌J卜ご‐Ｉ流いただき，これ

からの１$iﾙi<にお彼吹ていただきたいと)【Mってお

ります．
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